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整理番号 18-１-１ 

 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

法人名 宇都宮大学                   学部・研究科等名 国際学部・国際学研究科 
 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

事例１ 「多文化公共圏を維持するための制度や仕組みの研究（グローバル・ガバナンス）に関す

る研究成果の状況」 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

 

（取組及び成果の状況） 

グローバル化による教育の国際的質保証は，留学生が多い国際学部にとって喫緊の課題であり，英

語論文執筆を基礎として位置づけている。本学の留学生センター教員である Jie Qi（戚傑）は教育社

会学の学位(Ph.D.)をアメリカ合衆国で取得している。本人の貴重な留学体験と本学の留学生に対する

英語論文執筆指導の上に成立した Jie Qi（戚傑）の論文 International Symposium on Curriculum for 

Social Reconstruction は，大学院博士後期課程の国際的通用性を担保する教育の質保証の取組の成

果と見ることができる。このことは，国際学部・研究科における英語による授業の拡大（14 科目）と

同時に海外の協定大学との間のジョイントプログラムの企画において重要な役割を果たすものである。

本論文は留学生の英語論文執筆方法として特筆すべき価値を有する質の高い研究を明示する。 

 

（理由） 

本書はアメリカ，イギリス，オーストラリア，ドイツ，フィンランド，ルクセンブルク，アルゼン

チン，ボツワナおよび日本の研究者が分担執筆したもので，それぞれ多様な国籍を有する研究者であ

るが故に多文化教育の国際的通用性という観点において意義をもつ。カリキュラム理論の専門雑誌

「Curriculum Inquiry」（Volume 40 Issue 2, pp. 221-240）のレビューでも取り上げられた。そのた

め，世界の多くの大学でテキストや参考書として採用されている。この前提となった発表は国際会議

「2005 International Symposium on Curriculum for Social Reconstruction: Its Idea, Implication 

and Practice in Taiwan Educational Reform」の基調講演としてプレナリー発表されたものであり，

「アメリカ教育学会年次大会（Annual Meeting of the American Educational Research Association）」

で，レフェリー３名の査読を受けている。本書は多文化公共圏研究における教育の国際的通用性を視

野にいれた質の高い研究レベルを示すものである。 

 

          
 



整理番号 18-１-２ 
 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

法人名 宇都宮大学 学部・研究科等名 国際学部・国際学研究科 

 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

事例２ 「多文化公共圏を形成に必要な人的・物的資源の配分の在り方と方法についての研究成果の

状況」 
 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 
 
（取組） 教育の国際的質保証 

（成果の状況）  

国際学部・研究科は多様な地域と文化，即ち多文化公共圏を教育研究の基盤としており，事実アジア

を初め，アングロ及びラテンアメリカ，大洋州等をフィールドとしている。近年，歴史的にヨーロッパ

の影響の下にあったアフリカが注目を集めている。この地域を研究対象とするためには複数のディシプ

リンと新たな方法が必要である。この意味で，坂本の『タンザニアの経済開発と文化』の研究はアフリ

カ社会の形成過程を経済開発に焦点を当て制度や仕組み（グローバル・ガバナンス）の観点から分析し

ており，社会と文化とを統合する新たな視点による意欲的試みである。また，アフリカを研究対象とし

ていることは，ODA 等による援助国である日本の援助の在るべき方策を示す研究成果として重要な意義

を有するものである。 
 

（理由） 

平成 20 年度に日本学術新興会の科学研究費（研究成果公開促進費・学術図書）の助成を受けた本書

については，国際開発学会及びアフリカ学会で高い評価を得ている。 

早稲田大学教授で国際開発学会会長・西川潤氏は「従来の社会開発の理論を，豊富なデータに基づい

て，文化を重視する内発的発展の立場から再構成した画期的な力作である。南の社会，開発問題を自分

の眼で見直したい人たちに広く薦めたい」と国際学研究科の学際的研究方法の社会的学術的意義を高く

評価している。本書は，開発経済学という学術面のみならず，多文化公共圏研究という国際学的観点か

ら生まれた国際学部・研究科全体の高い研究成果のレベルを示しており，顕著な変化として判断できる。 
 

【本の内容】 

フィールドワークで得た市民の声と自然・文化の多角的

分析を基にタンザニアの内発的発展のあり方を探る。 

豊富なデータとフィールドワークから得られた市民の生

の声を基に，タンザニアでの内発的発展を探る。本文英語。 
 
目次 

Introduction:Social development,culture,and participation 

１  Development and Culture Reconsidered in Tanzania 

(Re‐conceptualizing ‘Development’ and the Role of ‘Culture’ 

Creation and Diversities of ‘Culture’ in Tanzania) 

２  Social Development with Endogenous Perspective in Tanzania 

(Tanzania’s Policies Re‐examined:Endogenous perspectives and 

impacts on social development Participation in Development and 

Culture:From the diverse agencies in Lindi Region) 

Summary and Conclusions:Toward theorizing endogenous development 

Appendix(ListsQuestionnaire interviews) 

 

ISBN 978-4-86110-174-8 



整理番号 18-２-３ 

 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

法人名 宇都宮大学 学部・研究科等名 教育学部・教育学研究科 

 
１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

事例１ 「研究活動の状況（研究活動の実施状況）」 
 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

 

（取組及び成果の状況） 
本学部・研究科では，教員養成 GP 事業「授業改革と地域連携の相乗的な質的向上施策」など，教員

養成方法の改善に向けての様々な取組を実施してきた。平成 20 年度以降の取組の中では，特に，教育

現場との連携による「小学校外国語（英語）活動に関わるシラバス・指導法の開発」に関する取組が大きな

成果を上げた。その内容は次の通りである。 
小学校教員と大学教員が協力して，小学校外国語（英語）活動に必要な「シラバス開発」と具体的な

活動例を映像で示す「指導法 DVD作成」の研究開発を行った。その成果は，大学における教員養成・研

修だけでなく，県内外の教員研修でも活用され，具体的には以下のような状況につながっている。 
○宇都宮大学 
・教員研修 「小学校英語活動指導法定期研修」（宇都宮市教育委員会と宇都宮大学との連携事業） 
・教員養成・研修 教職課程の授業「小学校英語活動の理論と実践」(小学校教師も参加) 
・大学主催 「小中高英語教育連携セミナー」での提案 

○宇都宮市の教育改革  
  開発したシラバス，作成した DVDは宇都宮市の教育改革（地域学園構想における会話科での英語活

動，平成 23年度から本格実施）で活用されることになっている。 
○栃木県内外の研修 
・栃木県総合教育センター「平成 21年度外国語活動指導者研修」 
・栃木県那須烏山市，那須町などでの教員研修 
・東京都品川区・練馬区・稲城市，三重県，茨城県，横浜市などでの教員研修 
○学会発表 
 ・平成 21年度小学校英語教育学会（東京） ２件の研究発表 
 ・平成 22年度小学校英語教育学会（札幌） ６件の研究発表 
○研究助成金 
・本研究は，主として平成 20年度科研費「小学校英語教育に関わる指導者研修モデル・指導者養成カ

リキュラムの開発」によるものであるが，その成果が認められ，平成 22年度科学研究費（「児童・

生徒の意識調査と言語習得研究の観点による小中連携の授業」）を獲得することになった。 
 
（理由） 
 この取組は，教育現場との連携を深めることにより，「指導する側」「指導される側」「指導(活動)の根

拠（第二言語習得研究の成果）」を有機的に結びつけ，研究活動の質の向上を目指したものである。そ

の成果が認められ，平成 22 年度科学研究費（「児童・生徒の意識調査と言語習得研究の観点による小

中連携の授業」）を獲得することになった。この取組に代表されるように，本学部・研究科では，教員

養成方法の改善に向けての研究活動の実施状況について顕著な変化があったと判断する。 
 
 
 
 



整理番号 18-２-４ 
 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

法人名 宇都宮大学 学部・研究科等名 教育学部・教育学研究科 

 
１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

事例２ 「研究活動の状況（科学研究費補助金の受入）」 
 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 
 
（取組及び成果の状況） 
 科学研究費補助金の受入状況について，平成 16 年度から平成 19 年度までの期間と平成 20 年度以降

の期間を比較すると，平成 16年度から平成 19年度までの平均は 21.3件（総額 25,836千円）であり，

平成 20年度から平成 21年度までの平均は 29.5件（総額 40,267千円）である。受入件数は 38%増，受

入総額は 56%増であり，科学研究費補助金の受入状況は大きく向上している。 
また，大型の科学研究費補助金による研究活動として，特に「美術教育文献のアーカイビングに関

する発展的研究」に関する取組が大きな成果をあげた。その内容は次の通りである。 
平成 20年 8月上旬，〈第 32回 InSEA国際美術教育学会世界大会 2008in大阪〉に世界 44ヶ国から 1,115

名を集め，我が国の美術教育研究がグローバルな視野で展開されていることを実証した。その際，我が

国の美術教育制度や内容を内外の研究者に端的に提示したのが，『20 世紀後半の日本美術科教科書研究

【日英対訳】山口喜雄著（1998－2008 刊）／Study on the Works Introduced in Art Textbooks in the Last Half of the 
20th Century in Japan[ Japanese-English parallel translation ] by Nobuo Yamaguchi (Written between 1998－
2008)』（A4 判･全 333 頁：「美術教育文献のアーカイビングに関する発展的研究」平成 19～22年度科学

研究費補助金基盤研究Ａ 実績報告書Ⅰ [課題番号 19203036 ]）である。 また，「アーカイビング研

究会」ないし“Art Education Archiving”で検索できる「美術教育文献」の Web サイト

http://www.ae-archiving.jp/を平成 20 年４月２日に創設した。日本屈指の美術教育文献 11,521 点の検

索，136 名の執筆者が各々約 600 字にまとめた 396 冊の『日本美術教育主要文献解題』，各種研究報告

等々の主な部分を日英対訳で記載し，国内外に情報発信を行っている。これらの研究成果については，

大学美術教育学会理事長が，美術教育ジャーナルの『美育文化』2009 年 3 月号に『20 世紀後半の日本

美術科教科書研究』の書評を寄せ，高く評価した。また，前記 Web サイトは平成 21 年，同科研におけ

る米国メトロポリタン・伊国ヴァチカン・仏国ルーブル等々の美術館教育普及担当者への訪問取材の受

諾にも有効に機能した。 
 
（理由） 
 科学研究費補助金の受入状況について，平成 16 年度から平成 19 年度までの期間と平成 20 年度以降

の期間を比較した結果，大きく向上していると判断した。また，科学研究費補助金による研究成果も高

い評価を得ている。 
 

左：『20世紀後半の日本美術科教科書研究』  右：『「美術教育文献」の Webサイトを初公開！』 

         



整理番号 18-３-５ 

 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

法人名 宇都宮大学 学部・研究科等名 工学部・工学研究科 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

分析項目 I 研究活動の状況 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

○顕著な変化のあった観点名 「研究活動の実施状況」 

 
（取組及び成果の状況） 
 平成 19 年４月にキヤノンと連携して開設したオプティクス教育研究センターの目的は，社会のニ

ーズに応えて光学技術を維持・強化するとともに，光学に関する高度技術者教育と研究者を育成する

ことである。平成 20-21 年度は，平成 19 年度の基礎固めの上に，次のような顕著な取組みを行ってい

る。まず，第１に，平成 20 年度概算要求（研究推進）において「光技術の総合的推進事業」が採択と

なり，キヤノンからの寄付金と併せて，特任准教授１名及び特任研究員９名を採用し，人的に飛躍的

な拡充を行った。第２に，平成 20 年度概算要求（施設整備）において，オプティクス教育研究センタ

ー棟(CORE)の建設が認められ，平成 21 年 10 月に竣工して教育研究施設を整えた。第３に，平成 21

年度の補正予算による「地域産学官連携拠点整備事業」（代表者・栃木県）に応募して採択となり，総

額５億円で光学関連の設備を宇都宮大学に設置すると共に，光融合技術イノベーションセンターを立

ち上げた。本センターは，光学関連の技術開発を実用化に結びつけることを目的としており，オプテ

ィクス教育研究センター等の成果を実用化へとつなぐことが期待されている。第４に，平成 21 年６月

に栃木県の重点５分野の一つである光産業の振興協議会が立ち上げられ，オプティクス教育研究セン

ター長が会長に選任され，名実共に，本学は地域の光産業振興，及び光産業技術に関する産学官連携

の中心として認知されている（下左記事）。第５に，センター長を代表者として他機関と共に戦略的イ

ノベーション創出事業に応募・採択され，平成 21 年度から最長 10 年間，年間約１億円の研究費を獲

得して研究環境を強化している（下右記事）。 

 

(理由) 本研究事例の特長は，民間企業との連携により，光学の教育研究に対する社会のニーズに

応える形で，拠点形成を行ったことである。平成 20-21 年度の実績は，上記の通り，２件の概算要求

採択，補正予算による整備事業採択，地域の光産業振興の中核機関としての認定，大型外部資金の獲

得等であり，顕著であると判断する。この間の関連報道関係資料の一部を下記に示す。 

 

======== 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



整理番号 18-３-６ 

 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

法人名 宇都宮大学 学部・研究科等名 工学部・工学研究科 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

分析項目 Ⅱ 研究成果の状況 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

○顕著な変化のあった観点名 「研究成果の状況」 

 
（取組及び成果の状況） 
 工学部・工学研究科の研究目標は，「工学における基礎・基盤研究を継承し，さらに進化させる研究」

を行い，「社会ニーズに応え，地域社会に貢献する研究」を推進し，「国際社会に貢献する研究」を促進

することにある。平成 20-21 年度には，これらに応えた社会的及び学術的に意義のある優れた成果が輩

出した。 
 
（理由） 
 （業績番号１及び２）の研究は，本学としても中心的に推進している光学に関連した研究成果であり，

国際会議での招待講演などを多数回行っているとともに，その成果が世界的に著名なジャーナルに掲載

されている。さらに産業化に結びつく可能性の高いホログラム関連の成果（業績番号１）とがん治療に

向けたレーザー粒子加速器に関する飛躍的な成果に結びついた成果（業績番号２）であるため，「工学

における基礎・基盤研究を継承し，さらに進化させる研究」として，その成果は高く評価できる。 
 また工学研究科教授 伊藤直次による膜反応プロセスの研究開発の業績は，化石燃料に代わる次世代

エネルギーとして期待される水素エネルギーの利用技術開発に関するものである。この基礎研究の成果

は低炭素社会の構築に寄与するものであり，同分野の学術・工学の進歩に多大な貢献をしたとの評価を

受け，平成 20 年度 化学工学会賞（研究賞）を授与された。翌平成 21 年には，本成果に関する専門書

を共著で執筆し，世界最高水準の研究成果の１つと認められた「パラジウムメンブレンリアクター」に

関する研究成果は全 11 のトピックスの１つに選ばれ，Simulation of Membrane Reactors, Nova 
Science Publishers (New York)の 1 章として掲載され，複数の学会から招待講演を受けるなど高い外部

評価を受けた。「工学における基礎・基盤研究を継承し，さらに進化させる研究」であり，「社会ニーズ

に応え」「国際社会に貢献する研究」であると認められる。 
 さらに本学教員の研究成果が国際規格ならびに世界標準化に採用された事例が２件あり，学術的な高

い評価とともに，「国際社会に貢献する研究」を推進したと言える。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



整理番号 18-３-７ 

 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

法人名 宇都宮大学 学部・研究科等名 工学部・工学研究科 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

事例１「研究活動の状況」 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

 
（取組） 光学に関する教育研究拠点の形成 
（成果の状況） 
 本学がキヤノンと連携して開設したオプティクス教育研究センターの目的は，社会のニーズに応えて

光学技術を維持・強化するとともに，光学に関する高度技術者教育と研究者を育成することである。平

成 20-21 年度は，平成 19 年度の基礎固めの上に，２件の概算要求採択，補正予算による整備事業採択，

大型外部資金の獲得を行って，研究組織及び施設設備を整備し，研究環境を強化して，本センターを光

学に関する教育研究拠点として確立した。 
 「光技術の総合的推進事業」（平成 20 年度概算要求（研究推進））では，キヤノンからの寄付金と併

せて，特任准教授 1 名及び特任研究員９名を採用し，研究組織の飛躍的な拡充を行った。平成 20 年度

概算要求（施設整備）において，オプティクス教育研究センター棟(CORE)を平成 21 年 10 月に竣工し

た。「地域産学官連携拠点整備事業」（平成 21 年度の補正予算，代表者・栃木県）では，光学関連の設

備を宇都宮大学に設置すると共に，光融合技術イノベーションセンターを立ち上げた。 
 平成 21 年６月には，栃木県の重点５分野の１つである光産業の振興協議会が立ち上げられ，オプテ

ィクス教育研究センター長が会長に選任されて，名実共に本学は地域の光産業振興及び光産業技術に関

する産学官連携の中心として認知されることとなった。 
 さらにセンター長を代表者として他機関と共に戦略的イノベーション創出事業に応募・採択され，平

成 21 年度から最長 10 年間の研究費を獲得して，教育研究拠点としての研究環境を強化している。 
 
（理由） 
 本事例の特長は，民間企業との連携により，光学に関する

教育研究拠点形成を行ったことである。平成 20-21 年度は，

各種の大型資金の獲得を行って，研究組織及び施設設備を整

備し，光融合技術イノベーションセンターを立ち上げ，地域

の光産業振興及び光産業技術に関する産学官連携の中心とし

て教育研究環境の強化を実現しており，光学に関する教育研

究拠点を確立したと言える。その実績は顕著であると判断す

る。この間の関連報道関係資料の一部を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



整理番号 18-３-８ 

 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

法人名 宇都宮大学 学部・研究科等名 工学部・工学研究科 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

事例２「研究成果の状況」 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 
 
（取組及び成果の状況） 
 IEC(International Electrotechnical Committee)は，電気工学，電子工学，及び関連した技術の国際

的な標準を決定する団体であり，我々の生活で使われている電気電子に関わる様々な国際的な取り決め

を決定している。ここで，高速で変動する電流パルスをディジタルレコーダーを用いて計測する方法の

世界的な標準が，工学研究科教授 里周二による以下の研究を元に制定された【参考１】。この決定は，

平成 21 年９月に行われた国際会議で各国代表者の投票により行われたものであるが，本学の提案が圧

倒的多数の支持を受けて採用された。 
【代表的な論文】 
1) 里周二 et al.「測定ケーブルが雷インパルス電圧波形パラメーターに及ぼす影響」電気学会論文誌 A，

vol.128-A, No.11 pp.663-668 (2008). 2) 里周二 et al.「インパルス電圧波形測定用ディジタル・レコー

ダの非線形性試験」電気学会論文誌 A，vol.129-A, No.7 pp.470-476 (2009).  
 また工学研究科准教授 奈良崎道治は，金属の熱処理用冷却剤の冷却性能の評価法と焼入冷却に関す

る研究成果をもとに，JIS 改訂委員会の委員長として「金属の熱処理用冷却剤の冷却性能評価法 JIS 規

格（JIS K2252）」の改訂を実施し，引き続いて米国 ASTM 規格への提案を実現した【参考２】。さらに，

平成 19-21 年度の３年間にわたって (財)日本熱処理技術協会の国際規格適正化検討委員会の委員長と

して，各国の関連団体への協力要請訪問や国際委員会開催，ISO 規格案の作成などの活動を通して ISO
規格提案の準備を行った。これら国際規格化に関する国際的活動が高く評価されて，2009 年 IFHTSE
（国際熱処理表面処理連合）Fellow３名中の１名に選出されている。 
【代表的な論文】1) M. Narazaki, M. Kogawara, M. Qin, Y. Watanabe: “Measurement and database 
construction of heat transfer coefficients of gas quenching”,Strojniški vestnik - Journal of 
Mechanical Engineering 55(2009)3, 167-173. 
 
（理由） 
 上記はいずれも日本のみならず世界の標準に寄与する研究成果

であり，高く評価できる顕著な変化であると判断される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【参考１】IEC による標準決定の報告書（抜粋） 【参考２】米国 ASTM 規格提案 

ドラフト(p.1)



整理番号 18-４-９ 

 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

法人名 宇都宮大学 学部・研究科等名  農学部・農学研究科 

 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

分析項目 Ⅱ 研究成果の状況 

 

２．上記１における顕著な変化のあった取組及び成果の状況，その理由 

○顕著な変化のあった観点名 「研究成果の状況」 

 

（取組） 稲新品種の開発（品種登録） 

（成果の状況） 

 農学部附属農場で前田忠信名誉教授（平成 2008 年度退任）を中心に 1990 年に試験田において極めて

大きい稲穂の株を発見し，この株を分離し約 15 年間の長年に亘る米の品種改良・選抜を重ねて来た結

果，新品種の開発に成功し平成 22 年１月に「ゆうだい 21」として農林水産省に品種登録された。現在

の稲品種育成の大半が，コシヒカリなどをベースとする，親の遺伝形質が明らかになっているもの同志

で行われているため似通った品質のものにならざるをえない。それに対し，ハイブリット米から育成し

た「ゆうだい 21」は非常に異なった品質・形質を有し，食味に優れているだけでなく，茎径も太いため

倒伏しにくく，いもち病にも強い新品種として稲作農家にとってインパクトが強い長丈穂重型の品種で

ある。この特性は，コシヒカリと対等な優良品種の開発として注目され日本農業新聞をはじめ，多くの

中央誌等に取り上げられるなど社会的反響ばかりでなく，種籾の注文が殺到している。 

 

（理由） 

 中期目標・計画には，基礎から応用に至る基盤的研究を推進するとともに個性的で発展性のある研究

を積極的に推進するとある。本成果は，まさに，基礎的な研究を応用に発展させるという本学の精神を

示した成果といえる。育種という基礎学の基盤をもとに長年かけて育種選抜をし，うま味はもとより，

耐病性や耐倒伏性のつよいコシヒカリに次ぐ品種を確立し品種登録をできた。その結果は，新たな良質

の水稲品種開発に対する社会的評価も高く，関係者からは今後の普及に期待が持たれている。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↓
日
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農
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↑
日
経
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聞
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方
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22.2.23)



整理番号 18-４-10 

 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

法人名 宇都宮大学 学部・研究科等名  農学部・農学研究科 

 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

事例１「研究活動の状況」 

 

２．上記１における顕著な変化のあった取組及び成果の状況，その理由 

 

（取組及び成果の状況） 

分析項目Ⅰの「研究活動の状況」において特記すべきことは，評価第一期の最終年度である 21 年度

は法人化初年度（16 年度）に比べ科学研究費補助金，受託研究費および共同研究費受け入れ額が，それ

ぞれ 2.8 倍，６倍および３倍の増でありその他を含めた外部資金受け入れ額全体としても３倍に増額し

ている点である。また，暫定評価時点（19 年度）に比べても 1.2 倍となっている。これらの外部資金受

け入れの増額は，研究の活発化を示しており平成 21 年度には文部科学省科学技術振興調整費（地域再

生人材創出拠点の形成）に「里山野生鳥獣管理技術者養成プログラム」が採択された。こうした活動の

拠点として農学部附属「里山科学センター」を平成 21 年７月に設立し，里山における生物多様性や野

生鳥獣管理，伝統的文化・知識の継承などの教育研究を進めている。さらに同年に農林水産省の競争的

研究開発事業「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」に採択され，先進的工学的テクノロ

ジを応用した高品質輸送システム・高性能輸送資材の開発，イチゴの輸送適性によって柔軟な流通形態

をとることができるロバスト流通システムの開発を目指している。これらの事業を推進するにあたり栃

木県の７試験研究機関および東京農工大大学など他機関との提携も展開されている。 

 

 (理由) 

「研究活動の状況」科学研究費補助金，受託研究費，共同研究費などの外部資金受入を年度毎に合計

した金額としては年々増加し，評価第一期最終年度である21年度は19年度までの暫定評価時の1.2倍，

法人化初年度（16 年度）に比べ３倍以上の伸びである。その実績として，文部科学省科学技術振興調整

費（地域再生人材創出拠点の形成）や農林水産省の競争的研究開発事業「新たな農林水産政策を推進す

る実用技術開発事業」，の獲得が挙げられる。また，これらの事業展開を他機関との提携により展開し

ていることは，本学部・研究科の目的である「他研究機関との連携や競争的研究資金の導入を促進する」

を十分に達成していると判断される。 

 これらから，取組や活動，成果の状況が非常に優れており，本学部・研究科で想定する関係者の期待

を大きく上回ると判断される。以下，外部資金獲得一覧と取り組み成果の客観資料を添付する。 
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整理番号 18-４-11 

 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

法人名 宇都宮大学 学部・研究科等名  農学部・農学研究科 

 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

事例２「研究成果の状況」 

 

２．上記１における顕著な変化のあった取組及び成果の状況，その理由 

 

（取組及び成果の状況） 

19 年度までの暫定評価後の学術面における SS の水準は１件ある(別途資料農学部・農学研究科研究

業績 No.１)。しかし，本学部で取り組んでいる研究は学術面のみならず応用，実用化の視点に立った

研究も重視している。その顕著な取り組みとして松田勝准教授は，野生メダカの遺伝的性判別システ

ムを確立したことで，自然環境下の野生集団で生じている性転換を確実に検出できる方法を確立した。

このことにより，メダカは，野生動物の性転換を検定できる唯一の指標動物となった。高橋美智子准

教授は世界ではじめての鉄欠乏耐性植物を作出した。さらにニコチアナミンが花や実の形成に必須で

あることを見いだした。これらは，食糧問題，土壌浄化，貧血に寄与する高鉄米の作出に貢献してい

る。また，吉澤史昭教授は乳清（ホエー）中に体タンパク質の同化促進機能をもつ栄養因子が含まれ

ることを明らかにし，ホエーを有用な高機能食品素材と変貌させ，スポーツ飲料を始めとする栄養食

品へのホエーの応用利用研究を活性化した。 
 

 (理由) 

学術面での SS の水準が１件あるとともに，上記の松田准教授，高橋准教授，吉澤教授の取り組み

は国内外から高く評価され，松田准教授は平成 20 年度の文部科学大臣表彰「若手科学者賞」，並びに

財団法人農学会の「日本農学進歩賞」を，高橋准教授は平成 21 年度の農林水産技術会議「若手研究

者賞」を受賞している。また，吉澤教授は，高機能食品素材としてのホエーの研究は，食品・栄養学

的な視点のみならず資源循環利用の視点からも高く評価され，財団法人森永奉仕会から平成 20 年度

「森永賞」が授与された。このように本学部の取り組みは，実際的な応用，実用化への大きな可能性

を有しており，農学が実学であり，社会的にいかに貢献するかが重要であるとの視点に立つ取組

や活動，成果の状況が優れており，本学部・研究科で想定する関係者の期待を上回ると判断され

る。以下に客観資料を添付する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

↑若手研究者賞賞状 

↑森永賞賞状 

↑若手科学者賞賞状 

↑日本農学進歩賞賞状 
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